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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 1,872 5.2 27 ― 45 ― 28 ―
22年3月期第2四半期 1,780 △17.3 △3 ― 0 △99.8 △56 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 5.88 ―
22年3月期第2四半期 △11.70 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 3,984 2,166 54.4 450.75
22年3月期 3,928 2,193 55.9 456.47

（参考） 自己資本  23年3月期第2四半期  2,166百万円 22年3月期  2,193百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 
（予想）

― 10.00 10.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,800 4.2 90 15.4 100 19.0 60 ― 12.48



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】 ２ページ 「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 4,810,000株 22年3月期 4,810,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q 3,791株 22年3月期 3,791株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 4,806,209株 22年3月期2Q 4,806,209株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続を実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の御利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信【添付資料】２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の消費促進政策やアジアを中心とする海外経済の好調な

どに支えられ、一時的に持ち直しの兆しが見られたものの、依然として続くデフレ経済と厳しい雇用環境、さら

に円高・株安の進行など、先行き不透明な状況で推移しております。 

情報サービス産業においては、顧客企業のＩＴ投資抑制が徐々に緩和されてまいりましたが、コスト抑制姿

勢は依然として強く、価格競争やニーズ対応の面で厳しい環境が続いております。 

このような状況の中、当社は営業力や技術力の強化に加え、利益重視の案件選択や人的資源の集中を図って

まいりました。また、利益面においては、全社的なコスト削減を進める中、特に一般管理費の削減に努めてまい

りました。 

なお、技術力強化のために実施している教育訓練活動に関連して雇用調整助成金を受給し、営業外収益に計

上しております。 

その結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高1,872百万円（前年同期比5.2％増）、営業利益27百万円

（前年同期は営業損失3百万円）、経常利益45百万円（前年同期は経常利益0百万円）、四半期純利益28百万円

（前年同期は四半期純損失56百万円）となりました。 

  

事業の種類別セグメントの概況は、次の通りであります。 

  

 ① ソフトウェア開発事業 

ソフトウェア開発事業は、売上高1,783百万円（前年同期比5.6％増）、売上総利益192百万円（前年同期比

0.9％減）となりました。 

 ② 入力データ作成事業 

入力データ作成事業は、売上高65百万円（前年同期比7.9％減）、売上総利益5百万円（前年同期は売上総

損失2百万円）となりました。 

 ③ 受託計算事業 

受託計算事業は、売上高23百万円（前年同期比13.5％増）、売上総損失1百万円（前年同期は売上総損失3

百万円）となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第2四半期会計期間末における総資産は、3,984百万円となり、前事業年度末に比べて56百万円増加して

おります。これは主に現金及び預金の増加によるものであります。 

負債合計は前事業年度末に比べて83百万円増加し、1,817百万円となりました。これは主に買掛金及び退職

給付引当金の増加によるものであります。 

純資産は前事業年度末に比べて27百万円減少し、2,166百万円となりました。これは主に四半期純利益28百

万円と配当金の支払48百万円による利益剰余金の減少によるものであります。 

この結果、当第２四半期会計期間末における自己資本比率は54.4％（前事業年度末は55.9％）となりまし

た。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ

48百万円増加し、1,041百万円となりました。  

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりでありま

す。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、獲得した資金は105百万円（前年同四半期は114百万円の使用）であります。これは主に

税引前四半期純利益54百万円と仕入債務の増加35百万円によるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、使用した資金は9百万円（前年同四半期は43百万円の使用）であります。これは主に有

形及び無形固定資産の取得による支出11百万円によるものであります。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、使用した資金は47百万円（前年同四半期は47百万円の使用）であり、これは配当金の支

払いによるものであります。 

   

（３）業績予想に関する定性的情報 

通期の業績予想につきましては、平成22年５月13日に公表しました業績予想数値に変更はありません。  

  

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。  

   

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

なお、この変更による損益に与える影響はありません。 

  

   

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,291,090 2,242,481

売掛金 515,761 543,216

仕掛品 55,500 24,943

その他 111,059 115,002

流動資産合計 2,973,412 2,925,643

固定資産   

有形固定資産 152,339 150,387

無形固定資産 65,665 71,884

投資その他の資産   

繰延税金資産 534,941 516,162

その他 329,690 335,679

貸倒引当金 △71,680 △71,680

投資その他の資産合計 792,952 780,161

固定資産合計 1,010,957 1,002,433

資産合計 3,984,369 3,928,077

負債の部   

流動負債   

買掛金 112,709 77,168

未払法人税等 39,593 33,399

賞与引当金 198,356 205,062

その他 123,797 108,277

流動負債合計 474,457 423,908

固定負債   

役員退職慰労未払金 62,689 62,689

退職給付引当金 1,280,844 1,247,584

固定負債合計 1,343,534 1,310,273

負債合計 1,817,991 1,734,182

純資産の部   

株主資本   

資本金 630,500 630,500

資本剰余金 553,700 553,700

利益剰余金 1,169,172 1,188,977

自己株式 △1,352 △1,352

株主資本合計 2,352,019 2,371,824

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △6,262 1,448

土地再評価差額金 △179,378 △179,378

評価・換算差額等合計 △185,641 △177,929

純資産合計 2,166,378 2,193,894

負債純資産合計 3,984,369 3,928,077
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 1,780,393 1,872,946

売上原価 1,591,784 1,676,783

売上総利益 188,609 196,163

販売費及び一般管理費 191,996 168,276

営業利益又は営業損失（△） △3,387 27,887

営業外収益   

受取利息 3,191 2,209

受取配当金 981 940

助成金収入 － 12,525

雑収入 1,723 1,878

営業外収益合計 5,896 17,553

営業外費用   

支払利息 19 －

投資事業組合運用損 2,215 205

雑損失 136 13

営業外費用合計 2,371 219

経常利益 137 45,221

特別利益   

株式割当益 － 8,674

固定資産売却益 － 398

特別利益合計 － 9,072

特別損失   

投資有価証券評価損 50,267 －

事務所移転費用 3,140 －

リース解約損 690 －

特別損失合計 54,098 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △53,960 54,294

法人税、住民税及び事業税 2,300 34,158

法人税等調整額 △16 △8,121

法人税等合計 2,283 26,037

四半期純利益又は四半期純損失（△） △56,244 28,256
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△53,960 54,294

減価償却費 11,887 10,980

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,977 △6,706

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,874 33,260

受取利息及び受取配当金 △4,173 △3,149

支払利息 19 －

投資事業組合運用損益（△は益） 2,215 205

投資有価証券評価損益（△は益） 50,267 －

有形固定資産売却損益（△は益） － △398

株式割当益 － △8,538

売上債権の増減額（△は増加） 10,316 27,454

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,727 △30,557

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,794 △2,005

仕入債務の増減額（△は減少） △24,082 35,540

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,525 3,187

未払金の増減額（△は減少） △59,034 6,086

その他の流動負債の増減額（△は減少） 3,137 9,661

その他 372 358

小計 △71,185 129,673

利息及び配当金の受取額 4,173 3,798

利息の支払額 △9 －

法人税等の支払額 △47,431 △27,863

営業活動によるキャッシュ・フロー △114,452 105,609

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △800,000 △800,000

定期預金の払戻による収入 800,000 800,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △41,664 △11,236

有形固定資産の売却による収入 － 1,047

投資有価証券の取得による支出 △599 △599

貸付けによる支出 △2,600 －

貸付金の回収による収入 2,021 1,951

敷金及び保証金の回収による収入 52 －

その他 △439 △445

投資活動によるキャッシュ・フロー △43,230 △9,283

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △47,964 △47,717

財務活動によるキャッシュ・フロー △47,964 △47,717

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △205,646 48,608

現金及び現金同等物の期首残高 1,363,957 992,481

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,158,310 1,041,090
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該当事項はありません。   

  

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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